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Toward a Pre-Modern Paradise: An Outsider’s Poetics in Melville’s “John Marr” 
（前近代的楽園に向かって――メルヴィルの「ジョン・マー」における余所者の詩学） 
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コールリッジ（Samuel Taylor Coleridge）、さらには米国の詩人エドガー・アラン・ポウ（Edgar 
Allan Poe）による詩論が比較検討される。これらのテクストが、いずれもジャンルの融合に
関わる議論を展開している点は興味深い。とりわけ、ワーズワースによる『抒情民謡集』




















ールディへの斥候」（“The Scout toward Aldie,” 1866）を、バラッドとして捉え直す。また、
本作品における追跡のレトリックが『白鯨』とパラレルな関係にあるとする先行研究を発
展的に継承し、海のイメージがもたらす修辞的効果に新たな考察を加えている。バラッド







ラッド」の典型として、メルヴィル後期の第 3 詩集『ジョン・マーとその他の水夫たち』（John 




































































 (2)  論文の評価 
 本論文は、以下の諸点に鑑み、ハーマン・メルヴィル研究の発展に資する学術的な意義
を有するものと判断される。 
第一に、本論文は、これまで主として小説家として受容されてきた文豪メルヴィルにつ
いて、その詩人としての側面に光を投じる野心的な試みである。詩人メルヴィルの再評価
は、とりわけ 21 世紀以降、すでにそれなりの批評的蓄積もあるとはいえ、それらはいずれ
も詩というジャンルの領域内にとどまる研究であり、詩と散文という様式の越境ないしは
融合については今なお十全な議論がなされていない。本論文は、バラッドといういわば中
間ジャンルに着目することで、叙事詩と抒情詩の攪乱、ひいては詩と散文の脱構築を見据
えるものであり、メルヴィルという作家の立体的な全体像を照らし出すことに一定の成果
をあげている。 
第二に、本論文は、イギリス文学とアメリカ文学を往還する試みである。英国を代表す
るロマン派の詩人たちがメルヴィルに与えた影響を精査することにより、国境の内側に囲
い込まれがちな外国文学研究を、広く豊かな文脈へと解き放っている。独立した国家的ア
イデンティティを模索する 19 世紀のアメリカにとって、英米の二国間をめぐる両面感情は
核心的なテーマとなりうるが、旧大陸の文学伝統を肯定的に受け継ぐメルヴィルの詩学は、
同時代の自国のナショナリズムを相対化する方法でもあることを、本論文は鋭く受け止め
ている。 
第三に、近年、人文学と地理学、政治学とを横断する「海洋研究（Oceanic Studies）」が注
目されている批評的文脈を念頭におくならば、本論文における海の問題系への着目は、最
新の学問的潮流をふまえた発展的かつ学際的な可能性を秘めたものであると言える。とり
わけ、一見すると海とは関係のない、陸を舞台にした詩作品のうちに海洋的想像力を読み
込む第 3 章は、本論文の白眉であるとの評価で審査委員の意見は一致した。この長所は無
論、上記第二の長所である国家横断的な可能性とも連動するものである。 
第四に、公的領域と私的領域のダイナミックな関係性を掘り下げたことも本論文の特筆
すべき功績である。捕鯨業、南北戦争、アメリカ開拓史、軍国主義といった歴史に対する
認識と、歴史には記録されない詩人／私人の主観とを等しくすくい取ろうとする本論文は、
まさしくメルヴィル自身の文学的意匠を忠実に再演するものであり、ここにおいて、叙事
詩の歴史性と抒情詩の個人性とが、互いを打ち消すことなく共存しうる地平が批評的に開
示されている。 
 第五に、人文学研究の国際発信を念頭におく際、英語表現そのものの洗練を軽視するこ
とはできないが、その点、本論文は達意の英語で執筆されており、広く国外の研究者の目
にふれても問題のない言語表現レベルに達している。 
研究内容に関し、本論文が提起する問題の射程は広範にわたるので、現状では取り扱う
テクストの数がいささか限られており、願わくは、さらに多くの作品群に即して議論を補
強することで、今以上に量的な説得力のある検証が望まれるとの意見も出されたが、それ
はあくまで未来に向けての期待であり、本論文が達成した現時点での功績を大きく損なう
ものではない。近年、アメリカ国内のみならず、環太平洋地域における学術交流が飛躍的
に進みつつあるメルヴィル研究の発展に向け、海洋的想像力の重要性を訴える批評的視座
は、国際的にも高い将来性を秘めた学術貢献であると評価されてよい。 
 以上の諸点を勘案し、本審査委員会は、本論文を学位に値する有意味な研究と認めるも
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のである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
